
渡
邊　

正
人

（
平
政
・
公
明
党
）

小

野　
　

立
（
議
会
改
革
を
推
進
す
る
諸
派
の
会
）

菅
原　

隆
文

（
よ
ね
し
ろ
会
）

赤
沼
公
園
多
目
的
広
場
の
整
備

■質
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
人
工
芝
を
敷
い
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
る
が
、
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
に
配
慮
し
て
、
大
人
の
サ
ッ
カ

ー
の
正
式
な
コ
ー
ト
の
大
き
さ
が
取
れ
る
よ
う
な
整
備
の
考

え
は
な
い
か
。

■答
フ
ィ
ー
ル
ド
の
位
置
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般

用
の
サ
ッ
カ
ー
場
１
面
の
大
き
さ
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
少

年
用
２
面
が
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
人
工
芝
で
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
野
球
の
練
習
場
所
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

財
政
調
整
基
金（
市
の
預
金
）、増
加
の
要
因

■質
過
去
10
年
、
本
市
を
含
む
全
国
86
％
の
市
で
預
金
残
高

が
急
激
に
伸
び
た
。
国
は
、
国
の
過
大
な
財
政
出
動
を
そ
の

要
因
と
す
る
が
、
市
は
市
の
行
革
が
奏
功
し
た
と
い
う
。
一

体
、
ど
ち
ら
が
本
当
な
の
か
。

■答
財
政
調
整
基
金
が
ふ
え
た
要
因
は
合
併
補
助
金
や
合
併

特
例
債
・
過
疎
債
等
の
有
利
な
財
源
が
活
用
で
き
た
こ
と
に

加
え
、
職
員
数
の
削
減
や
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
等
、
19

年
度
に
策
定
し
た
能
代
市
行
財
政
改
革
大
綱
等
に
基
づ
く
行

財
政
改
革
の
取
り
組
み
の
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い

る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
国
の
経
済
対
策
の
影
響
も
大
き
か
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

風
の
松
原
周
辺
の
駐
車
場
の
必
要
性
は

■質
４
月
よ
り
市
道
萩
の
台
線
入
り
口
よ
り
大
森
稲
荷
神
社

入
り
口
が
進
入
禁
止
と
な
る
。
周
辺
の
公
共
施
設
等
の
た
め

の
新
た
な
駐
車
場
が
必
要
で
な
い
か
。
一
中
の
プ
ー
ル
エ
リ

ア
や
墓
地
公
園
周
辺
に
整
備
を
求
む
。

■答
米
代
西
部
森
林
管
理
署
よ
り
、
タ
イ
ヤ
の
踏
み
つ
ぶ
し

に
よ
る
草
地
の
裸
地
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
排
気
ガ
ス
に

よ
る
森
林
へ
の
環
境
悪
化
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
車

ど
め
を
設
置
す
る
と
の
話
が
あ
っ
た
。
駐
車
場
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
当
面
は
進
入
禁
止
の
措
置
が
と
ら
れ
た
後
の
状
況

等
を
注
視
し
、
提
案
が
あ
っ
た
場
所
に
つ
い
て
も
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

■質
バ
ス
ケ
の
街
能
代
と
し
て
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
合
宿
誘
致
に
名
乗
り
を
。

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
強
化
合
宿

へ
の
引
き
続
き
の
支
援
を
。

■答
事
前
合
宿
誘
致
を
す
る
に
は
設
備
や
受
け
入
れ
体
制
等

の
制
約
が
あ
り
難
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
対
応
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。
車
椅
子
バ
ス
ケ
は
強
化
合
宿
が
本
市
で
行
わ
れ

て
お
り
、
会
場
使
用
料
の
負
担
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

関
係
者
を
通
し
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
た
親
善
試
合
等

の
可
能
性
を
探
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
状
況
等
も
踏

ま
え
て
対
応
し
た
い
。

イ
オ
ン
誘
致
決
定
８
年
で
市
が
失
っ
た
も
の

■質
誘
致
決
定
の
結
果
、
本
市
は
国
認
定
の
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
が
策
定
で
き
な
い
。
受
け
ら
れ
た
は
ず
の
支

援
を
受
け
ら
れ
な
い
の
は
、
市
が
多
大
の
損
失
を
こ
う
む
っ

た
と
同
じ
と
見
る
が
、
市
の
見
解
は
。

■答
市
で
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
後
期
計
画
を
策
定
し
、

各
種
団
体
、
民
間
事
業
者
、
行
政
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

担
い
な
が
ら
一
体
と
な
っ
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ

の
効
果
も
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
。
国
の
計
画
認
定
に
基
づ

く
支
援
は
主
に
大
規
模
事
業
等
が
想
定
さ
れ
る
が
、
具
体
的

な
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
お
い
て
、
損
失
が
生

じ
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

国
勢
調
査
、
市
職
員
の
不
適
切
処
理

■質
国
勢
調
査
の
調
査
票
を
捏
造
し
た
市
職
員
の
処
分
は
適

正
だ
っ
た
の
か
。
報
酬
に
つ
い
て
も
、
同
等
の
調
査
数
の
民

間
人
調
査
員
と
の
格
差
は
な
ぜ
か
。
全
調
査
員
が
納
得
で
き

る
説
明
が
必
要
で
な
い
か
。

■答
懲
戒
処
分
を
決
定
す
る
際
は
人
事
院
が
作
成
し
た
懲
戒

処
分
の
指
針
を
参
考
に
し
て
お
り
、
今
回
の
処
分
は
適
正
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
調
査
員
報
酬
は
オ
ン
ラ
イ
ン
や
郵

送
で
の
提
出
は
報
酬
に
は
加
算
さ
れ
な
い
た
め
金
額
の
違
い

が
あ
る
が
、
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
今
後
は
報
酬
の
算

出
方
法
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
丁
寧
な
説
明
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

平
成
28
年
度
当
初
予
算

○

ふ
る
さ
と
納
税

○

ふ
る
さ
と
祭
り
「
天
空
の
不
夜
城
」
出
演

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

本
市
に
お
け
る
「
子
供
の
貧
困
」

○

市
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
を
創
設
せ
よ

○

国
勢
調
査
の
不
正
処
理
事
件

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

Ｃ
Ｌ
Ｔ
用
簡
易
プ
レ
ス
の
可
能
性
は

○

二
ツ
井
地
区
の
合
併
浄
化
槽
の
普
及

○

道
の
駅
ふ
た
つ
い
前
を
ロ
ー
タ
リ
ー
型
交
差
点
で

一 般 質 問
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